
産業社会と人間



2「演劇を通して地域の課題を知る」

・「産業社会と人間」の中で実施。

・地域の大人へのインタビューを通して
地域の課題を捉え、それを基に対話劇を
創作する。

・地域の大人たちの視点で物事を見つめ、
そこで出てきた課題と向き合い、２年次
以降の未来創造探究での活動に繋げて
いく。

講師：平田オリザ先生
青年団主宰 劇作家/演出家



私達にとって、分からないこと
〇どこか他人事に感じてしまう、地域の問題
〇その地域の問題と向き合い続けている大人の気持ち
〇自分と違う考えを持つ人の気持ち

演劇にすることで、他者を演じ、想像してみる。

他人事を自分事として考えてみる。
「自分だったらどうだろう・・・」



■課題を知る学習に取り組む意義

・双葉郡の現状と課題を実際に自分の目で見て、この
地で学ぶ意義を考えさせる。
・被災・避難者の声に耳を傾け、震災と原発事故の教
訓、双葉郡・福島ならではの課題を知る。

6

スキル学習

自分を
知る

地域を
知る

世界を
知る ２・３年次

未来創造探究へ



地域を知る学習 1年の流れ

地域の課題について調べ、演劇にする

地域の「仕事」や「人」に触れる

地域を自分の目で見る・地域を知る
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地域を自分の目で見る
地域を知る

～双葉郡バスツアー～



３ 具体的取り組み(高校)（１）地域の復興の課題を見つめる

○震災・原発事故による課題との遭遇
１
５

震災時に小学校１～３年生であった生徒たちは、
双葉郡の課題、特に震災時にどのようなことがあ
り、大人はどのような悲しさや悔しさに直面をし
たのかを知っているようで知らない。

現実を知り、受け止めるとことから学びを始めて
行くために、１年次では入学後に各町村へ複数回
に分けてバスで訪問する「課題遭遇」の機会を設
定。

① ふたば未来学園で学習するにあたり、双葉郡
の現状を実際に自分の目で見て、この地で学
ぶ意義を考える。

② 被災・避難者の声に耳を傾け、震災と原発事故
の教訓、双葉郡・福島ならではの課題を知る。



■コースの紹介

10

7/3 富岡町コース➀

語り部：青木淑子さん
（富岡町３．１１を語る会）

7/３ 富岡町コース➁

語り部：渡辺 好さん
（富岡町３．１１を語る会）

7/３ 浪江町コース

語り部：蒲原文崇さん
（浪江町役場）

7/1０ 双葉町・大熊町
コース

語り部：渡部千恵子さん
（NPO法人大熊町ふるさと応援隊）

7/1０ 楢葉町コース

語り部：松本昌弘さん
（楢葉町役場）

7/11 広野町コース

語り部：磯辺吉彦さん
（広野わいわいプロジェクト）

富岡駅、富岡小中学校
夜ノ森桜並木のバリケード
観陽亭、商店街、富岡高校

➀と同じ
（ルート逆）

浪江町役場、ＪＲ浪江駅
道の駅予定地、請戸漁港
なみえ創成小・中学校

シウ神山災害公営住宅
岩沢海水浴場

大熊町給食センター

J-village
楢葉町南工業団地
ここなら笑店街

広野駅東海岸
大滝

二つ沼公園ドーム
広野町振興公社



11浪江町
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地域の人や仕事に触れる

～地元のヒーローインタビュー
～
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野菜をわが子のように愛す 農業委員・火力発電所社員

ふ
た
ば
未
来
学
園
＝
光
が
丘
未
来
学
園⁉

輝
く
未
来
に
向
か
う
よ
う
に
夢
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い

北郷昌市さん

広野町火力発電所社員
農業委員

農業高校・二松学舎大学卒、
以前は電力会社と自宅の農
業を兼業していた。

北
郷
昌
市
さ
ん(

72
)

は
広
野
町
の
折
木
出

身
。
高
校
で
北
海
道
へ
行
き
、
農
業
を
学
び
、

広
野
町
に
戻
っ
て
広
野
の
貢
献
を
し
て
い
る

人
で
あ
る
。

北
郷
さ
ん
は
双
葉
農
業
高
等
学
校(

現
双
葉

翔
陽
高
等
学
校
、
休
校
中)

出
身
で
あ
り
、
そ

の
研
究
制
度
で
、
野
菜
を
作
っ
て
売
り
出
す

と
い
う
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、1

7

歳
で

農
業
用
の
軽
免
許
を
取
り
、
農
業
の
仕
事
に

就
い
た
。

北
郷
さ
ん
に
農
業
の
楽
し
さ
と
は
何
か
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
こ
と
を
語
ら
れ
た
。

育
て
て
い
る
植
物
は
自
分
の
子
供
の
成
長
と

同
じ
だ
、
一
か
ら
育
て
て
そ
れ
が
す
く
す
く

育
っ
て
い
く
の
を
見
る
と
嬉
し
い
と
語
ら
れ

た
。
冬
場
の
寒
い
中
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

入
る
と
暖
か
く
、
そ
の
感
じ
も
気
持
ち
よ
い
、

そ
の
よ
う
に
も
語
ら
れ
た
。

農
業
は
非
常
に
奥
深
い
も
の
で
あ
る
。
わ

た
し
た
ち
は
北
郷
さ
ん
の
話
か
ら
そ
の
よ
う

に
思
っ
た
。

北
郷
さ
ん
の
生
き
る
世
界

北
郷
さ
ん
は
地
元
の
後
押
し
も
含
め
て
、
火
力

発
電
所
で
も
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和6

0

年
か

ら
働
い
て
い
る
た
め
、3

4

年
も
働
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
主
な
仕
事
は
、
発
電
量
の
調
整
、
日
々

の
点
検
や
運
転
の
監
視
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

で
あ
る
。
北
郷
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
の
東
日
本

大
震
災
の
影
響
も
う
け
た
。
し
か
し
、
発
電
所
は

関
東
エ
リ
ア
に
も
電
力
を
送
っ
て
い
る
た
め
、
す

ぐ
に
活
動
を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

な
ん
と
、
そ
の
年
の5

月
の
連
休
に
は
職
場
へ
と

赴
い
て
い
た
そ
う
だ
。

現
在
、
あ
の
震
災
か
ら8

年
半
。
北
郷
さ
ん
は

今
も
働
い
て
い
る
。

未
来
へ
の
夢

北
郷
さ
ん
の
想
い

～編集後記～

熱弁を披露してくださった北郷さん

テレビに出演した時の台本

北
郷
さ
ん
は
口
々
に
「
夢
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を

多
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
、
北
郷
さ

ん
が
農
業
に
か
け
て
い
た
思
い
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
。

北
郷
さ
ん
が
農
業
高
校
時
代
、
「
メ
ロ
ン
を
育

て
た
い
！
」
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

は
じ
め
は
そ
れ
は
無
理
だ
と
断
ら
れ
た
そ
う
だ
が
、

の
ち
に
そ
の
思
い
が
伝
わ
り
、
普
段
作
る
作
物
に

加
え
て
メ
ロ
ン
も
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

ま
た
、
北
郷
さ
ん
は
こ
ん
な
こ
と
も
語
ら
れ
た
。

「
高
校
の
時
に
考
え
て
い
た
夢
と
は
違
い
、
思
い

も
よ
ら
な
い
方
向
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
人
も
い
た
。

そ
れ
で
も
、
自
分
自
身
が
向
い
て
い
る
と
思
っ
た

方
向
へ
と
進
ん
で
い
る
。
」

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
、
わ
た
し
た
ち
は

夢
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
え
る
気
が
し
た
。

私
た
ち
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
に
様
々
な
感
情
を

抱
い
た
。
「
理
想
と
現
実
は
必
ず
し
も
一
致
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
」
「
夢
を
見
つ
け
て
い
き
た

い
。
」
「
北
郷
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
の

自
分
た
ち
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
」

最
後
に
、
北
郷
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
私
た

ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
こ
に
記
し
た
い
。

「
若
い
人
は
夢
を
！

突
っ
走
る
こ
と
も
大
事
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
く
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
、
若
い
の
だ
か
ら
。
夢
を
！
」

私たちは北郷さんの夢を追いかけて自
分の仕事に誇りを持つ姿勢に感銘を受
けた。北郷さんのおっしゃった「光が
丘未来学園」とは、私たちの夢を追い
求めていく理想像を表した言葉である
と考えている。夢を持ち続けていると、
その後挫折をしても、様々な方向へ進
められる、そのようなことを教わった。
今回の話は演劇作成にも、今後の人生
にも使っていこうと思う。
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あの時私は公民館 広野町役場職員

厭
々
公
務
員
か
ら
始
ま
っ
た

広
野
町
影
の
ヒ
ー
ロ
ー

志賀裕一さん

広野町役場職員

この若さで驚異の40歳⁉
家族を愛し、町を愛するイケメン公務員！
その休日の姿は、なんとサーファー！
そんな志賀雄一さんにインタビューしてみま
した！

今
か
ら
お
よ
そ2

0

年
前
の
平
成15

年
、
志

賀
さ
ん
は
当
時
な
る
つ
も
り
の
な
か
っ
た
役

場
職
員
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
役
場
で
課
長
を
し
て
い
た
志
賀
さ

ん
の
叔
父
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
か
ら
。
親
に

や
っ
て
み
ろ
と
言
わ
れ
、
厭
々
公
務
員
に

な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
今
で
は
過
去
の
こ
と
。

今
で
は
そ
ん
な
程
、
昔
の
町
の
活
気
を
取
り

戻
し
た
い
と
力
強
く
語
る
な
ど
、
強
く
町
の

復
興
を
望
み
、
町
の
こ
と
を
想
っ
て
い
ま
し

た
。

こ
の
広
野
町
が
地
元
だ
と
い
う
志
賀
さ
ん
は
、

人
々
で
に
ぎ
わ
う
商
店
街
も
、
そ
こ
に
あ
っ

た
駄
菓
子
屋
も
知
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
の
こ
の
思
い
な
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
仕
事
に
も
一
生
懸
命
な
ら
家
族
に

も
一
生
懸
命
な
志
賀
さ
ん
は
奥
さ
ん
と
子
供

三
人
の
家
庭
を
持
つ
一
家
の
大
黒
柱
！
日
ご

ろ
か
ら
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

休
日
は
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
、
た
ま

に
趣
味
の
波
乗
り
。
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
よ
う
と
お

も
え
る
の
だ
と
、
志
賀
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
志
賀
が
つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
し
て

語
っ
た
の
は
避
難
生
活
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
そ
の
こ
と
を
話
そ
う
と
思
い
ま
す
。

広
野
町
に
昔
の
活
気
を
！

震
災
当
時
、
公
民
館
で
仕
事
を
し
て
い
た
志
賀
さ

ん
。
当
時
志
賀
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
お
中
に
は
赤

ち
ゃ
ん
が
居
た
う
え
、
双
子
の
姉
妹
は
ま
だ
二
歳
。

更
に
志
賀
さ
ん
の
実
家
は
海
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
全
員
ぶ
じ
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
時
の

心
労
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
ほ
っ
と
し
た
の
も
束
の
間
、
志
賀
さ
ん
は

家
族
と
離
れ
、
半
年
も
の
間
過
酷
な
体
育
館
で
の

避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

奥
さ
ん
や
子
供
達
の
体
を
気
遣
い
、
奥
さ
ん
た

ち
は
そ
の
間
神
戸
に
。
そ
れ
か
ら
一
緒
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
な
ん
と
五
年
の
月
日
を
要

し
ま
し
た
。

家
族
と
離
れ
て
過
ご
し
た
体
育
館

～伝えたい言葉～

職員だけでは
できないことに

アピールを！
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地域の課題について調べ
演劇にする
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演劇創作のためのインタビュー＆ＦＷ

地域の課題について調べ、演劇にする

１１月１９日（水）５・６校時
学校に招待し、インタビューを実施

１１月２７日（水）５・６校時
現地に出向き、ＦＷ＆追加インタビューを実施
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24

１班：東京電力福島復興本社
２班：東京電力福島復興本社
３班；中間貯蔵・環境安全事業
株式会社（JESCO）
中間貯蔵工事情報センター

４班： 〃
５班：NPOハッピーロードネット

６班：双葉地方広域市町村圏組合
消防本部楢葉分署

７班：Jヴィレッジ
８班：中間貯蔵・環境安全事業株式会社
（JESCO）中間貯蔵工事情報センター
９班：NPO富岡町３．１１を語る会
10班：広野こども園

１１班：楢葉中学校
１２班：ふたばいんふぉ
1３班：特別養護老人ホームリリー園
1４班：四倉屋精肉店
1５班：NPO富岡町３．１１を語る会

１６班：医療法人社団養高会 高野病院
１７班：木戸川漁業協同組合
１８班：NPO法人みかんクラブ
１９班：広野こども園
２０班：中間貯蔵・環境安全事業

株式会社（JESCO）
中間貯蔵工事情報センター

今年度のＦＷ先一覧



１２月２日（月）～６日（金）演劇創作

地域の課題について調べ、演劇にする

地域の課題について、グループで演劇にしていく。
平田オリザさんや、プロの俳優さん達によるサポートも。

１２月２日（月） プロット作成（ワークシート①②）

１２月３日（火） 午前：プロット作成 午後：コミュニケーションＷＳ

１２月４日（水） 台本づくり

１２月５日（木） 午前：中間発表（クラスごと） 午後：稽古

１２月６日（金） 成果発表会＠みらいシアター

25



対話劇をつくる上でのルール
一つの主義主張を伝えるのではなく、

異なる価値観や意見を持った人々が登場し、

戸惑ったり、理解し合ったりしながら

対話を進めていく演劇。

１．予定調和の劇にせず、問題の複雑さを表現する。
２．はっきりとした悪者は登場させない。
３．立場や考え方の違いによる難しい課題をそのまま表現する。
４．全国や世界の人に福島の課題を理解してもらえる、共感してもら
える部分を見つけ出し、広げていく表現をする。
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対話劇をつくる
ＳＴＥＰ １

ワークシート①
場所・背景・問題を設定する

場所は色々な人が出入りしやす
い半公的空間がよい。

背景：対処や意見が分かれやす
い問題を考える。
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対話劇をつくる
ＳＴＥＰ ２

ワークシート②
登場人物を設定する

・内部（中核になる集団、問題を
抱える人々）
・中間部（内部と関係のある
人々）
・外部（問題をもたらす人々）

28



対話劇をつくる
ＳＴＥＰ ３

ワークシート③
プロットを考える

シーンごとに

登場人物の出入り
伝えたい情報を整
理する。
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対話劇をつくる
ＳＴＥＰ ４

ワークシート➃
台本作成

プロットごとに
台本を作成する。

30



成果発表会
１２月６日（金）
会場：本校みらいシアター

地域の方々を招待し、フィード
バックをいただく。

生徒投票により、最優秀賞およ
び校長賞、オリザ賞等を決定す
る。

最優秀賞作品は英訳し、ドイツ
研修にて発表。
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32演劇
振り返り

チームごとに
演劇週間の
気持ちの変化を
シェアする。



１日目



２日目





３～４日目



（リフレクションシートより）

・こんなに頭を使って考えたことはなかった。 ・もっと役に立ちたい。

・みんなが意見を出しやすい場所を作りたい。

・勇気を出して発言して、「ありがとう」の一言をもらえた。

・人に意見や、自分の考えを伝えることは難しい。

・話し合いが進まなくて気まずいことがあった。次は人任せにしない！

・昨日より、班の中の話し合いに参加できた。もっと積極的に頑張りたい。

・皆で協力できた。チームが一つになって行動できた証明。

・自分の意見をわかりやすく伝える努力が必要だと思った。

・平和にできるように頑張ろう・・・。

・意見をまとめて伝える⇒考える⇒全体で共有
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生徒達にとって、分からないこと
〇どこか他人事に感じてしまう、地域の問題
〇その地域の問題と向き合い続けている大人の気持ち
〇自分と違う考えを持つ人の気持ち

演劇にすることで、他者を演じ、想像してみる。

他人事を自分事として考えてみる。
「自分だったらどうだろう・・・」

成果と課題

自分達にできることは何だろう ⇒ 未来創造探究への接続へ

39



高校生と考える廃炉座談会

地域課題を自分事に 未来創造探究プロジェクト実践例
40

トリチウム水の処理や、放射性廃棄物の最終
処分など、廃炉作業が進んでいく上で住民生
活に影響が生じるのは自明だが、専門的で難
しい課題について住民が共に考える機会が少
ないことを課題として設定。東電や政府等の
廃炉実行主体や専門家と住民が対話を重ね、
社会的な合意を形成しながら廃炉を進めてい
くことを目指し「高校生と考える廃炉座談会」を
主催。

地域交換留学
福島復興に関する県内外の問題意識の差の解
消や、福島のみならず全国の地域課題を自分事
として捉え行動する若者のエンパワーメントを目
指して、福島と全国の高校生が互いの地域を訪
問して問題解決のきっかけをつくる独自のプログ
ラム「地域交換留学」を企画し実践。フィールド
ワーク、ホームステイ、未来予測データも活用し
た地域未来会議を意図的に組み合わせ、資金
調達・参加校募集等も生徒自ら実施。



44今後育てたい力

コミュニケーション教育からシティズンシップ教育へ

シティズンシップとは、エージェンシーである。

エージェンシーとは
「自ら考え、主体的に行動して、責任をもって社会変革
を実現していく力」
「自分の人生および周りの世界に対して良い方向に影
響を与える能力や意思を持つこと」



45《シティズンシップ教育の背景と課題》より

・積極的に社会参加する意欲が国際的にみて低い。

・自分の力で世の中を変えられると考えている若者が
諸外国に比べて少ない。

・理念や概念の理解、情報活用能力が十分身について
いない。



本校生徒の課題
地域と協働する力や行動力はあるが・・・

物事を多面的・多角的に見ようとする力
批判的思考力 をもっと身に付けさせることが
課題である。

震災から９年・・・生徒達の中での震災の風化
生徒自身の知識不足（情報活用能力が低い）
地域の人達から聞いた話だけで満足してしまう。
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